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一 匁族 の生活 基盤及 び銃 労形胤 の今折 方法 一 一一

福 山市 立々短 丈　　 ｏ 津 川　 沫　　 奥 山清美　　 加納ミチ チ　　 三谷 璋子

倉 田美 息　 土 屋房゛:　 藤 末優 子

目的　 Ｕ

食生活 の実態 、⑥健 厩状 態 などiこ関 す5 す目互 め 犀漣桂 を介 折・-z.きたが 、参 回i^ 、客族 の

生活基盤 及μ就労 形態 の相 異によ^  ⑧､ ○､⑤ の泰 物と相 互の関も 畦に つ口？検 討し-Z   い聡

方法 。 ≧の研 爽は、昭 和誌 匁叉束 の継続研 究ご あり. 基 本 的な新 気分識は 。背l ～9 叛に

同じ。今 回は⊃ 各^ のクロ ス集計､こよ３タ づフ
、
別 の脊折 庖行 っ 息。

結果.     どれ まで の生活 状況 の分折 結 果*"ヽ ら、② 年舟 ⑤ 象 族形 私c 職業 （a）含 親 の就

労状 泥 ⑥ 学歴 ⑥ 収A  などが奮族・ 生渚基盤 を構 阪しﾉ.   どれらが 相 互 に関 運しﾉな がら他

の生活状 況-fe規 赴す３独 立 変数 となゝ’乙いる こどダ わか ）だ。 そ・-^ 、卜

持 に、(S).c.④.⑨ は. その他 の独 立餐数 及か従属奎 教を埋 定す 引a 子 と レ・槻 免 しり ）応。

そとご、 これら の4 因 子を組 社合 わits  こ と､こよs 豪族 の生妬 状渚%  杵徴づ ゆ3 タづプ を

鏝 起した 。さ らke 、と の組 升合 わit 。中ヵ、八0 奮族 のま 堵蒼無 き蚕折 す３ の 陀適し充 夕

七 （ 職業 ） は 漫 ］ 皿 こ ふ*r  C 参折 ⑩ し ② 沓族

就 労|状態 を介 物 す３万<*) Iこ恚 し|だ|夕づプ と､万・ 万ｚ ミ（ 衷族 形態 ）x 〔 職業 〕 X  （逼 茎 亙萱呼双

茫 ）k: よ5  ,蚕折（ 分 析（g））を行=、払 。唸り乙 それぞ 収。分新方法 ぱ。そ れぞ れ（）属栓 £

び特報 を説明 す３のlこ布芥 ば粕異分ヽ あ3  こと が粕>  ̂  ̂だ。

A ―163　 瀧 山私 こあけ３果 養掃朕状俎 苓に圃す ４奄識 と寅 琳 （ 滓1j 縦 ）

ｰ 叡城 の生活 茎隻 巣メ瓶 労示 剱 。 曳匁､‐

屑山市 立ガ 短 大　　 ｏ津 川　淳　　 奥 山漬美　　 加 納Ｅ 手灸

合 司美

三家 璋子

目的　 ま ず。家族 。生活 基盤 を 明らか､a す3 方 法 とし･乙 蚕 粉 ①ざ､（ 職業 ）xi 学澄 〕ｘ

皿 子 組 合 最 終的 いホ9 種類 特欽

運 出り た。そ 。-^ ．^  n  ㈹ヽ 表的 な 夕 づフ・包表 わしにとレベ オ法とレ フ｡、職業と 自営は（i ）、

ブ|しノー･力う-  は り ｀）､ネ ワづK-カラーは（ ホ ）､と に 学遷-ど中卒以 下 は（ 中）、高卒1にC 高 ］､短

大 卒以上 喀C 大］ 乙|ノ、丑 靭 の就 労状洸と共働 きI*  甚､A"- トI*  ⑩ 、 無職 は 唐 ）し し 一乙

記 号化 した。

年令構縮 に升 られ 釧等徽 はバ自)､（求）-e  I*　 肪代 、菊代 、むo㈹ 状 上がほぼd 尊碁 さ 収一乙

V) 3 の に対 り、C:7')`どぱ. 20 仁 お代））若年ﾉ号が全休的 に勿ぐ 特 に2∂代 の占め る割合 がヽざ

わめ乙特 数的 とあ る。 だい・.   Cプ）一呻 バ ぱヽ20a:,    涯代V  (g)く ⑤ く⑩ の順 に々く 、④

が ピ ーク 包形 削り 乙

よ りは 滴 ］。方がヽ より 高年冷化 し 乙o  た。 まだ、家 族 の収 入状 潟 は、c 副 べ 中ンどヽは 愈《 の

人 ⑩ のパタ ーソど薦 収X  /I が夕夕く な っ～いた・､ こ対 ＼ﾉ、（ブト 縞 ）Z ヽIよ, 面 く⑩ く⑩　 と

ほぼ 逆 のパ タ- こノ乙なっ'2 い た。

ね2 、 家族 の就労形態 を脊折 す3 素 試 とV-C 、氷 折② で､（ 赤族刎 剱 ）y.〔 職 業 〕^cw

蕉 可新芽 震疋T）の私万斗 合ヽわit  にょ り. 9 種類 の万タ イプ・を退 以|した 。そ の結集 バ 忿く四 く唐）

という パタ-  ン 巴, ⑧ をヒ・- 0 と劣3 パ タ-   ジ分、職業峯 、巌 族形ぢ 差 と い 乙`表 わiKt い

ること かヽ わいｰ）九 。




